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　６月４日～６日、第 55 回ジャグラ定時総会・第
６２回ジャグラ文化典 式典・懇親会が、高知県支部
担当で開催されます。人口７０万人を切る高知県で全
国大会が出来るはずはないとの意見もありました。四
国地協が一つになれていなかった苦難の時代もありま
した。その間に中村会長を始め、多くの方々のご協力
をいただきました。
　現在、地協総動員で大会の準備を進めております。
これから残り少ない時間で最後の仕上げに入ります。
実行委員長の西村啓君を始め、各委員が「激変する時
代は自ら実行することにより成功できる」という言葉
を信じて、全国を走り回り、飛び回ってくれておりま
す。印刷は文化です。時代をそれぞれ乗り越えてこら
れた先輩の方々には、この若者たちの頑張りをご理解
いただければ幸いです。
　苦節 20 年、今回、全国大会にこぎつけるため、会
員増強に力を入れ、ジャグラの良さを語り、仲間を増
やし、行政にも印刷業の現状をアピールし、活動を進
めました。四国は一つになって活動していた時代もあ
り、一つになれない時代もありました。しかし、ジャ
グラをこよなく愛した方々の努力により、現在は一丸
となり四国地協として活動出来ております。現在の活
動にご協力とご理解をいただきました方々に心からお
礼を申し上げます。

　さて、今、世界を揺るがす新型肺炎が話題になって
おりますが、実行委員会では「オリンピックは中止に
なっても高知大会は開催できる」と信じ、準備を着々
と進めております。遠方ではありますが、美しい自然、
全国一おいしいと言われる料理のおもてなしでお待ち
しております。
　「はりまや橋」は日本では有名ながっかり名所、太
平洋眼下に「世界を見んといかんぜよ」の坂本龍馬銅
像や月の名所は「桂浜」。日本南海道随一の名城と言
われる高知城は山内一豊が築城し、400 年の歴史を
誇ります。大会翌日には、江戸時代から 300 年続い
ており、全国的にも珍しい街路市（日曜市）が開催さ
れます。野菜をはじめとする農産物・植木・諸動物・
金物・農具・骨とう品・着物等々、400 もの露店を
全長２㎞近くにわたってお楽しみいただけます。
　旅行は１日コースと２日コースをご用意しました
が、いずれも手つかずの自然が残る高知の風景をお楽
しみいただく旅程で、皆様の思い出に残る、満足いた
だける内容だと思います。
　この自然に囲まれた中での楽しい大会になるよう、
私たち実行委員の香川・徳島・愛媛・高知の四国地協
が団結して、仲間の増強・発展にお役に立つことがで
きるよう頑張ります。
　心から皆様のお越しをお待ちしております。
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高
ジャグラ副会長

知大会運営委員長 / ㈱伸光堂　中 越 忠 男

───────────────────────────────────────
●●巻頭言

01		 第62回ジャグラ文化典 高知大会
		  時代を負う若者の知恵と発想を

──ジャグラ副会長・高知大会運営委員長 / ㈱伸光堂	 中 越 忠 男
───────────────────────────────────────
●●巻頭企画

	02	 page2020見てある記
	 テーマは「デジタル×紙×マーケティング for Business」

──㈱バリューマシーンインターナショナル	 宮 本 泰 夫
───────────────────────────────────────
●●連載・シリーズ

	1 2	 補助金のひろば⑤
	 新型コロナウイルス感染症で影響を受ける事業者の皆様へ
	 ※新型コロナウイルスへの対策・対応について

	 15	 文化典高知大会 実行委員会より②
──副実行委員長 / ㈱リーブル	 坂本圭一朗

	26	 温孔知新○25  最終回　謄写技術資料館訪問と当館について

──山形謄写印刷資料館 館長 / 中央印刷㈱	 後 藤 卓 也
───────────────────────────────────────
●●NEWSとお知らせ

	1 6 	 優良従業員表彰の申請を受付中です/4.23必着
	1 8	 理事会＆委員会通信
	 	 ジャグラコンテスト部会、教育・技術委員会 議事録より

	23	 業界の動き
	 	 近畿地協 幹事会・懇親会を開催
	 	 宮城県支部 SDGsセミナーを開催

	 PrintNext2020秋田で開催
	 テーマは「Find the Future ～人間力で世界価値を創造しよう！～」

	29	 ジャグラBB HOTNEWS
───────────────────────────────────────

月刊

発行 一般社団法人 日本グラフィックサービス工業会

CONTENTS

	09	 コラム	 19	 会員の異動（新入会員のご案内）
	19	 会員名簿発行延期のご案内	 21	 温孔知新トピックス（書籍案内）
	21	 本誌・印刷製本委託業者募集のご案内	 28	 事務局日誌と今後のスケジュール

GS2020
No.820

03

https://www.jagra.or.jp/

電子版無料公開中！
スマホでも本誌が読めます
公式HPで本誌PDF版を公開中。
紙媒体より1週間早い毎月中旬に
ご覧いただけます。バックナン
バー閲覧もここから！

なかむら通信
読者の皆様へ

　ジャグリストの皆さん、こんにちは。会
長の中村耀です。
　新型コロナウイルスの危機、情報が飛び
交う中、皆様いかがお過ごしでしょうか？
　先日、沖専務とリョービＭＨＩグラフィッ
クテクノロジー様の新春ショーに行って参り
ました。新型コロナウイルスに配慮した様々
な対策（マスク支給、アルコール消毒等）
が取られており、安心して見学できましたが、
とてもコンパクトに提案・展示がまとめられ、
来場者も多かったようです。
　今回の危機は「未知の領域」ともいうべ
きもので、ウイルス拡散防止のため、大相
撲は無観客試合、高校野球は中止となるな
ど、色々なところで決断が迫られています。
我々印刷業界でも、仕事に大きな影響が出
てきています。
　ジャグラでは週に一度、内閣府・経済産
業省関係のニュース等をまとめて皆様に
メールで送っておりますので是非ご確認い
ただき、この苦境を乗り越えていきましょう。
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印刷関連業の将来と
ビジネスの方向性を示す展示が増加

　2 月 5 ～ 7 日の 3 日間、東京池袋のサンシャインシティ

コンベンションセンター TOKYO において、JAGAT 主

催の印刷展 page2020 ※が開催された。テーマは「デジ

タル×紙×マーケティング for Business」で、ここ 2 年

で認知を進めてきた「デジタル×紙×マーケティング」路

線を、より具体的に実践活動へ落とし込むことを目指した

ものである。印刷業が変わらなくては生き残れないという

認識が共通となった今、具体的にどのようなアクションを

起こすべきかが、各種展示やイベントで幅広く示された。

　会場においては、ハード＆ソフトのシステム提案から、

ビジネス提案へのシフトが鮮明となったことが印象的で

あった。「どういったシステムを利用するか」を訴求する

のではなく、顧客への提案として「何を作るべきか」、更

には効率化・自動化を踏まえて「どのように作るべきか」

を中心とした出展が数多く見られるようになった。

　IoT や AI、5G ネットワークなど外部環境の変化ばかり

でなく、働き方改革や SDGs への対応など企業としての

多様な取り組みが求められる中、印刷関連業が今後どのよ

うなビジネスを描けるのか、各社出展の中に見ることがで

きた。

　3 つのホールを利用して開催された会場では、一般展示

以外にも「印刷パートナーゾーン」が設けられ、様々な工

夫が施された商材や特殊加工などが展示された。コモディ

ティ化が進む印刷ビジネスにおいて、自社にはない、もし

くは苦手としているサービスを持つ他社をパートナーとし

て、新たなビジネスやサービスを展開することが、今後の

ビジネス拡大に大きく寄与すると期待され、来場者の注目

を集めていた。

　また、デジタルプレス分野において京セラドキュメント

ソリューションズ（以下 京セラ）と理想科学工業が新た

なプレイヤーとして参入したこと、長らく page 展から離

れていた小森コーポレーションやハイデルベルグなど印刷

機メーカーが再参入したことも大きな注目を集めた。総じ

て、出展社・来場者ともに現状の課題を解決する様々なヒ

ントを共有する有意義な展示会となったように見える。

外部環境の変化に対応した
ビジネスを提案する出展が増加

　印刷産業を取り巻くモノづくりの環境は大きく変わろう

としている。IoT や AI、クラウド化などの進展による、

自動化や効率化などを目指した製造面での新たな取り組み

は、そのインフラ整備が進むことで新たなステージに移行

しつつある。また、働き方改革や SDGs 対応といった、

社会的責任について、取り組むべき課題も数多く挙げられ

る。一方、ビジネス面でのアプローチでは、本年のテーマ

でもあるマーケティングへの取り組みが、今後欠かせない

ものとなることは明らかであり、印刷業としての考え方を

変えていくことが求められている。

　これらの多様な課題に対するアプローチは、単なるデジ

タル印刷といった印刷技術だけで解決できるものではな

く、印刷工程や営業施策など幅広い分野での取り組みが求

められることとなり、本展示会でもこれまで以上に数多く

の出展で提案が行われた。

■　AI・ロボットなどを利用した
■　新たな機能提案や工程の効率化

　現在、AI は様々な業務分野での利用が期待されている。

印刷関連ではプリプレス処理における画像の高解像度化や

各種画像解析をはじめ、校閲処理や面付処理などの自動化

などで実用ステージを迎えていると言われる。

　Too は校正業務を AI を利用して自動化するソフトウェ

アの提案を、方正は Web 上に流通するコンテンツの不正

利用などを自動検出するツールが出展された。福博印刷は

自動で顔を解析するツールを利用して、フォトブックを効

率的に作成するツールとビジネスが提案された。

　展示会場ではロボットも数多く見かけるようになった。

デュプロはカットされた名刺を帯掛け機に運ぶ作業を、キ

ヤノンはホリゾンの無線綴じ機から三方断裁機への移送

を、それぞれロボットアームが行うデモンストレーション

が行われた。アルテックは、自立走行型ロボットの展示と

各種搬送作業の自動化などについて提案が行われた。

ブースプレゼンテーションもビジネス提案にシフトが進む
キヤノンブースに出展された
ホリゾンのロボットアーム

アルテックの自立走行型ロボットの
展示パネル

Too による校正業務のAI 化提案 方正の各種AI ソリューション 福博印刷のAI ソリューション デュプロが実演した
ロボットアームシステム

※�（公社）日本印刷技術協会主催。出展社数 166 社（前年 162 社）、出展小間数 573（同
562）、来場者数 6万 7210人（同 6 万 6560人＝前年比 100.9％）。
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㈱バリューマシーンインターナショナル
取締役副社長　宮 本 泰 夫
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　また、働き方改革を前面に出した出展も特徴的であった。

FFGS は様々な工程の自動化や効率化を利用し、営業面の

時間創出を提案、ビジュアルプロセッシングジャパンは、

IT ソリューションを活用することによる効率化を前面に

出した出展が行われた。

　業務効率化という切り口では、コニカミノルタがマーケ

ティングオートメーションと Web/ バリアブル印刷との

ビジネス連携を、FFGS が印刷を利用した課題解決フロー

をパネル展示するなど、様々なアプローチでのビジネス提

案が行われた。

■　自動化の一つのキーになる
■　検査装置の出展も増加

　製造工程の自動化において重要な役割を占めると考えら

れるのが検査装置である。工程の監視、半製品や完成品の

検査など様々な分野において、これまで人力で行われてき

た作業を代行し、自動化・効率化を支える技術となること

が期待されている。特に印刷物の小ロット化、多品種化や

マーケティングデータからのバリアブル印刷などが拡大す

ることによる製品検査の工数は飛躍的に増大することが予

測されるため、取り組むべき一つの技術であると言える。

　ウエブテックは新製品となる高精度オフライン品質検査

装置 GTS330 を展示、マイクロテクニカは可変絵柄まで

を検査可能なオフライン検査装置を中核として出展、ダッ

クエンジニアリングは刷り出し・印刷時・印刷後と検査工

程を組み込むことで工程のスマート化を実現する切り口で

多様な製品を出展、ナビタスビジョンもカット紙向け、ロー

ル紙向けなど様々な印刷体裁に対応した装置を出展した。

　また、GTB では汎用高速スキャナを利用することで低

価格・オフライン型の検査装置の展示・実演を行い、大塚

商会はバリアブル印刷を含めたジクスの全面検査装置をデ

ジタル印刷システムとともに出展した。デジタル印刷シス

テムへのインラインシステムとして、マイクロテクニカが

手掛け、プロスパークリエイティブは画像欠陥からカラー

マッチングまでを含めたシステムを実演した。
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■　オフセット印刷を含めた
■　工程全体の自動化への提案

　複雑な工程とシステムを利用する印刷工程の効率化で

は、プリプレスから製造まで様々な部分で提案が行われた。

　AGFA や FFGS からは、現像レスあるいは無処理プレー

トを利用し、出力されたプレートを印刷機まで自動搬送す

るシステムを組み合わせることで工程全体の効率化が提案

された。無処理プレートを利用した場合、時間経過ととも

に目視確認ができなくなることに対しては SCREEN GP

ジャパンから Job 情報印字システムが出展された。

　プリプレス分野ではコダックの Prinergy ワークフロー

がクラウド化システムに移行、プレス分野では、小森コー

ポレーション、ハイデルベルグからオフセット印刷機を含

めた自動コントロールシステムのソフトウェア展示やプレ

ゼンテーションが行われ、製造システムの自動化、効率化

のあり方を提案した。

デジタル印刷システムは
モノづくりのためのツールへ

　デジタル印刷システムは、モノづくりのためのツールと

して位置付けられ、「何を・どのように作るか」という命

題にどのように応えるかが出展の中心となった。FFGS や

リコージャパンなど大手メーカーのブースでも、デジタル

印刷機がブース前面に出ることはなく、あくまでビジネス

提案に重点が置かれ、印刷システムはそれを実現するため

の一つのツールとして紹介がなされた。

■　安定化技術やインライン化による
■　効率化へのアプローチ

　印刷工程の安定化には様々な取り組みがあるが、既に各

社の小型デジタル印刷機には、その内部にセルフアジャス

トメント機能を搭載し、印刷前ならびに印刷中の色、品質、

用紙位置などをモニタリングすることが可能となっている。

　本展示会では印刷から加工までのシステムがインライン

接続されたデモンストレーションが数多く見られた。少子

高齢化・人材不足という時代にあって、より効率的に高品

質な印刷物を安定的に製造するための技術の提案としてと

らえることができる。

　コニカミノルタ AccurioPress C6100 に搭載される

インテリジェントクオリティオプティマイザー（IC-501）

では、色変動や用紙位置の検出に加え、印字面の検査まで

をサポートする。印刷しながらリアルタイムに印字面の全

面検査を行うことも可能であり、障害が検出された場合に

は自動的にパージし、ページ順、最終部数が変わることな

く印刷を実行できるようになっている。リコージャパンは、

用紙搬送から定着部までの安定搬送を訴求するため、最上

位機種である RICOH Pro C9210 の前面パネルを開放し

て印刷デモンストレーションを行った。また、キヤノンは

imagePRESS C10000VP の排紙部に除電モジュールを

接続することで排紙時のトラブルを大幅に軽減させてい

る。

　また、インライン接続されたシステムとして、リコージャ

パンは RICOH Pro C7210 にホリゾンの SmartSlitter
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ウエブテックが出展した
オフライン検査装置GTS330

マイクロテクニカの
可変絵柄まで検査可能なシステム

ダックエンジニアリングは
検査でスマートファクトリーを実現

ナビタスビジョンはカット紙から
ロール紙まで対応する装置を実演

FFGSが実機展示した
DocuColor 7171P（Model-ST）

注目を集める竹尾の
デジタル印刷システム向け印刷媒体 長井紙業は和紙の特徴ある質感をアピール デュポンは

多様なデジタル印刷機向け印刷媒体を展示
FFGSは働き方改革による
営業活動の時間創出を提案

ビジュアルプロセッシングジャパンの
IT ツール利用提案

コニカミノルタの
マーケティングオートメーション利用提案

FFGSが提案する
印刷を利用した課題解決フロー

京セラの TASKalfa Pro 15000c 理想科学工業のVALEZUS T2100 コニカミノルタのお客様事例サンプル リコージャパンは
多様なメディアと色材のサンプルを展示

AGFAの
プリプレスファクトリーオートメーション

FFGSによる
CTP自動化ソリューションの全体像

SCREEN GP ジャパンの
プレートへの Job 情報印字システム

クラウド化を図ったコダックの
Prinergy ワークフローシステム

GTBの高速スキャナを利用した
オフライン検査装置 大塚商会ではジクスの全面検査装置を展示 インライン搭載された

マイクロテクニカの検査装置
プロフパークリエイティブは画像欠陥
からカラーマッチングまでをサポート

コニカミノルタの
AccurioPress C6100 と IC-501

リコージャパンはRICOH Pro C9210 の
前面パネルを開放してデモを実施

キヤノン imagePress C10000VP には
除電モジュールが搭載される

RICOH Pro C7210 と
ホリゾンSmartSlitter の接続モデル

キヤノン imagePRESSに
接続された封筒搬送ユニット

キヤノン imagePRESS C910 は
長尺印刷に対応

小森コーポレーションのKP-Connect は
プレス工程の自動化を実現

ハイデルベルグは
各種自動化フローをプレゼンテーション

キヤノンはメディア別に
様々な用途を提案

理想科学工業は
リソグラフの多様なサンプルを展示

巻 頭 企 画

4 5



pa
ge

20
20

をインライン接続した。印刷システムと加工システムの間

に中間ユニットを接続することで、今後様々な接続形態に

対応させることができる設計となっている。またキヤノン

は imagePRESS C660CA に封筒搬送ユニットを接続す

ることで封筒印刷に対応、imagePRESS C910 には長尺

印刷機能を搭載している。

■　高付加価値化へは
■　色材やメディアの多様化で対応

　各社の小型デジタル印刷機はフルカラー印刷に加えて 5

色あるいは 6 色機といった多色機能を備え、特色や特色

トナーなど色材面でのバリエーションを拡大することで、

高品質フルカラー印刷に加えて様々な用途への対応や、付

加価値の高い印刷物を製造可能なシステムへの改良が進め

られている。また、印刷可能な媒体にも工夫が凝らされ、

様々な用途で小ロット、多品種印刷への対応が可能となっ

ている。

　FFGS はゴールド・シルバー・ホワイト・クリアの 4

色を選択利用可能な Iridesse Production Press を展示

するとともに、それらの特殊トナーを独立して利用可能な

小型デジタル印刷機 DocuColor 7171P（Model-ST）

を出展した。また、リコージャパンは特種トナーとして、

蛍光イエロー・蛍光ピンク・ホワイト・クリア・インビジ

ブル（不可視）レッドの 5 色の特殊トナーを利用した幅

広いサンプルの出展を行った。カラー紙やフルカラーで印

刷済みの印刷物に、加飾効果としてメタリック効果やホワ

イトでの特殊効果を加えることができるため、効果の高い

印刷物の提案が可能となる。

　また、印刷媒体では、薄紙から厚紙までの用紙に加え、

蒸着紙など特殊紙もデジタル印刷システム対応のものが増

加している。竹尾からはデジタル印刷機向け蒸着紙や質感

を大切にした用紙群、長井紙業は和紙を中心とした小ロッ

ト対応用紙が、デュポンからはデジタル印刷機向けのユポ

やタイベックといった印刷媒体が出展された。

■　新プレイヤーの参入と
■　各社からのビジネス提案

　商業印刷向けの小型デジタル印刷機には、京セラならび

に理想科学工業が新たに参入した。両社ともインクジェッ

ト技術を利用した高速枚葉デジタル印刷機を国内で初めて

出展し、その機能や優位性を訴求した。

　京セラの TASKalfa Pro 15000c は水性顔料インクを

利用しており、600 × 600dpi で 150ppm の高速印刷

を実現する。同社のインクジェットヘッド技術が搭載され

たモデルとなっている。理想科学工業は既に欧州で発売開

始している VALEZUS T2100 を実機出展した。同機は

油性インクを利用し、160ppm のプリントエンジンをタ

ンデム接続することで 320ppm を実現する。通知物分野

も視野に入れており、マイクロテクニカの検査モジュール

をインラインで接続し、大容量の給排紙ユニットも備える。

両社の出展は多くの注目を集めた。

　また、既存デジタル印刷機メーカーの出展では、数多く

の顧客サンプルが展示された。これまでの印刷サンプルの

配布は影を潜め、実際にマーケットで利用され、効果が上

げられた事例や、実際に利用された印刷物を展示すること

で、何を顧客に提案・提供することが印刷ビジネスにとっ

て必要であるかといったビジネス面での提案がなされた。

幅広い応用分野をもつ
インクジェット印刷技術

　デジタル印刷技術の中でも、近年その利用を大幅に拡大

しているのはインクジェット技術である。商業印刷から産

業印刷、さらには加飾分野まで様々な用途での利用が始

まっている。その背景にあるのは、印刷媒体と接触するこ

となくイメージングができること、および様々な特性をも

つインクを利用できることにある。本展示会で見られた数

多くの出展を見ていきたい。

　校正分野では SCREEN GP ジャパンが本紙校正機

Proof Jet F1100AQ な ら び に 武 藤 工 業 の ValueJet 

628MP を出展した。前者は水性インクを利用し一般印刷

本紙に、後者は溶剤系インクを利用することで各種特殊媒

体への校正出力が可能となっている。また、ミマキエンジ

ニアリングは、12 μ PET や 20 μ OPP などにプリント

が可能な原反色校正システムを提案した。オンライン校正

への移行が難しい商材など、本紙および実際に利用する原

反に高精度にカラーマッチングされた出力を手にすること

ができる。

　特定の印刷分野向けとして、サイン・ディスプレイ分野

でキヤノンが Colorado 1650 を初出展した。同機は UV

インクを利用しマット・グロスと印刷の質感を選択するこ

とが可能となっている。BN テクノロジーブースでは、パッ

ケージ市場向けに Memjet インクジェット技術を搭載し

た Xante Excelagraphix4800 が出展され、段ボール基

材に直接印字するデモンストレーションが行われた。

　特殊印刷としては、AGFA ならびに OCEAN は積層に

page2020 見てある記

SCREEN GP ジャパンが出展した
Proof Jet F1100AQ

武藤工業のValueJet 628MPは
特殊素材に校正出力が可能

ミマキエンジニアリングの
軟包装印刷向け校正システムの提案

サイン・ディスプレイ分野向け
キヤノンColorado 1650

シードの移動可能・可食インクが
利用可能なインクジェットシステム デュプロの厚盛加工システムDDC-810 コニカミノルタ JETvernish シリーズ

によるパッケージサンプル
箔転写・厚盛加工を小型機で
実現する光文堂のKBDきらり

カット紙を給紙する仕様での
ホリゾンSmart Binding System

BNテクノロジーブースに出展された
C.P.Bourg 社製小型製本ライン

コニカミノルタの
ラベル後処理システムDV-320

3D スキャナを中心とした
トヨテックブース

カッタークリーサを中心とした
江東錦精社ブース

ラミネータ―や高機能フィルムを
展示したフジプラブース 東京ラミネックスのラミネータ群 ESKOが展示・実演を行った

Kongsberg カッティングプロッタ

村田金箔が出展した
多彩なデジタル箔とサンプル

Roland DGの
Laser Decorator LD-300

加藤製本の
レーザーカッティング商材

マルモ印刷による
抜き加工技術を利用した製商品

レインボーオフィスサポートによる
マグネット商材 北海道磁気印刷のハリセンス サイランの在版フィルムの

データ化サービス
共進ペイパー&パッケージによる

Be ONE Club の紹介

段ボールパッケージ印刷向けの
Xante Excelagraphix 4800 AGFAの大判インクジェットサンプル展示 OCEANの積層型厚盛印刷システム NSKが出展したDIMENSOR S は

基材の発泡効果で凹凸を表現する

巻 頭 企 画
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page2020よる厚盛印刷までを可能とした印刷システムと様々なサン

プルを展示し、ミマキエンジニアリングではシルバーイン

クが展示された。大判インクジェットシステムは、その速

度は遅いものの UV インクによる即時乾燥を組み合わせ

ることで多様な商材を手掛けることが可能である。NSK

ブースでは、基材の発泡効果により厚盛印刷を行う

DIMENSOR S 大判インクジェットプリンタが出展され、

UV インクによる厚盛とは異なるしなやかな凹凸の質感が

訴求された。さらにシードのインクジェットシステムは、

印刷システムそのものを移動できる仕様となっており、可

食インクを利用することで食品へのダイレクトプリントも

可能としている。

　また、加飾に特化したシステムでは、デュプロが UV

インクによる厚盛加工を可能とした DDC-810 を出展、

コニカミノルタは同社の加飾加工システム JETvernish

シリーズで作成された化粧品の実サンプルを展示、光文堂

は箔転写、厚盛を小型機で実現するきらりを出展した。

後処理は製本・加工の多様化に加え
様々な高付加価値商材として展示

　印刷製商品は印刷工程で完成するものではなく、後処理

を経て最終的な形に仕上げられることから、小ロット・多

品種化の時代を迎えても非常に重要な工程であると言え

る。本展示会では、小ロット化に向けた様々な後処理シス

テムが出展された。また一方で、印刷パートナーゾーンで

は、特殊な加工技術や製本技術を利用することで、高付加

価値商材や付帯サービスなどが展示された。

■　後処理システムは
■　自動化・効率化と高付加化価値化へ

　高度に自動化された製本システムを製造するホリゾン

は、 今 回 も 自 動 無 線 綴 じ 製 本 ラ イ ン Smart Binding 

System を出展した。JDF により自動プリセットされる

製本ラインは、各種コードをリアルタイムに読み取ること

で束厚やページ数の異なる書籍を自動製本することが可能

となっている。これまでは大型インクジェットのロール紙

からの製本が実演されることが多かったが、本展示会では

折加工済みのぺラ丁からの無線綴じがデモンストレーショ

ンされた。BN テクノロジーでは、C.P.Bourg 社の小型

製本ラインが出展され、カット紙出力からの多様な小ロッ

ト製本が実演された。コニカミノルタでは同社のラベル市

場向けデジタル印刷システム AccurioLabel 230 の後処

理システムとして、廉価版のデジタルカッティングプロッ

タ―が出展された。

　単一処理のシステムでは、トヨテックが 3D スキャナを

中心とした各種後処理システムを出展した他、江東錦精社

がカッタークリーサを中心とした後処理製品群を出展、さ

らにラミネート機はフジプラ、アコ・ブランズ・ジャパン、

東京ラミネックスなどから出展された。また、ESKO か

ら大型・高速の Kongsberg カッティングプロッタが展

示された。

　高付加価値化を目指した加飾分野では箔加工が注目を集

め、村田金箔から多彩なカラーを持つデジタル箔が、

Roland DG からはレーザー技術を応用した箔転写システ

ム Laser Decorator LD-300 が出展された。

印刷パートナーゾーンで見られた
高付加価値商材や各種サービス

　印刷会社が中心となって出展が行われた印刷パートナー

ゾーンでは様々な興味深い商材やサービスに出会うことが

できた。顧客からの要望は今後益々多様化が進むことにな

る一方で、印刷会社が顧客に向けた提案を行っていく上で

は、多くの引き出しを持つことが重要になる。そういった

意味で出展された内容は大変興味深いものであった。

　製本分野では東京都製本工業組合や東京製本二世連合会

による特殊製本や通常とは異なる質感により高級感や特別

感を与える様々な製本サービスが出展された。また、特殊

加工分野では、加藤製本のレーザーカッティングによる

様々な製商品、マルモ印刷の抜き加工を利用した製商品が

出展された他、レインボーオフィスサポートではマグネッ

ト加工を施したカスタム印刷文具が、北海道磁気印刷から

は独自商材であるハリセンスが出展された。また、サービ

ス面では、サイランが在版フィルムのデジタル化サービス

を展示した。共進ペイパー & パッケージによる Be ONE 

Clubが紹介された。国内で唯一、B1サイズの紙器パッケー

ジ向けデジタル印刷システムを保有する同社が、保有シス

テムを共同利用しようという試みであり、小規模印刷会社

であっても大きな投資なくして製造システムを利用するこ

とが可能となるものである。

終わりに

　印刷産業を取り巻く環境は、デジタル化という言葉では

表現しきれないほど大きくその形を変えようとしている。

page2020 は、単なる印刷機材展、ソリューション展と

いう枠組みから大きく飛躍したものと見ることができる。

　展示会場で特徴的であった点は、デジタル印刷機を展示

しながら印刷サンプルの配布がほとんどなされなくなって

いる点である。来場者にとって、これまでは「どのシステ

ムを使うか」を判断するために展示会を訪れ、それぞれの

機種のサンプルを収集して比較検討することが主眼であっ

たため、各社ともその品質や特徴を訴求するサンプル配布

が中心であったが、現在は大きく異なるのである。

　来場者にとっては、「何を作るか」そして「どのように

作るか」といった将来に向けてのビジネスのヒントが求め

られていることが、展示会のトレンドからも見て取れるの

ではなかろうか。その結果として、営業・ビジネス面、製

造面に多様な切り口でのビジネス提案が行われた展示会と

なった。

　page2020 のテーマで "for Business" と示されたよ

うに、今後は印刷というビジネスをどのように組み立てて

いくか、言い方は乱暴であるが、印刷というビジネスで生

き残っていくためには何を考えれば良いかという点に大き

なテーマが移っているように見える。本展示会での気づき

を各社のビジネスに活かしていくことを期待したい。

page2020 見てある記

■筆者プロフィール　宮本泰夫（みやもとやすお）㈱バリューマシーンインターナショナル取締役副社長。1993 年より�
東洋インキにてデジタル印刷機の技術、アプリケーション開発に携わる。2003 年にバリューマシーンを設立し現職。�
独立系コンサルタントとして、デジタル印刷を中心とした、基礎技術から、デジタルワークフローやWeb-to-Print など�
ビジネス技術面でのコンサルティング、企画・セールス・マーケティング面でのビジネス開発コンサルティングを多数手
掛ける。クロスメディアソリューション研究会運営理事、全日本印刷工業組合連合会 印刷営業講座専任講師、日本印刷技
術協会（JAGAT）客員研究員、日本グラフィックサービス懇話会顧問、フォーム印刷研究会講師、情報工学修士。
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Column製竹所の廃業危機救ったM&A
e-中小企業ネットマガジンVol.909より転載（http://www.chusho.meti.go.jp/e_chusho/index.html）

経 営者の高齢化と後継者不在で存続が危ぶまれていた創

業 100 年を超える永井製竹㈱（大分県別府市）の事業

は、卸業者と竹細工組合の共同出資による M&A が成立し、

2019 年 6 月から新体制で継続している。同社は、経済産業

省指定の伝統的工芸品「別府竹細工」などの材料となる真竹や

孟宗竹の加工に不可欠な湯釜を保有して大規模展開している唯

一の製竹業者。今回の M&A で、同社が廃業すれば竹加工品・

竹材の供給が途絶えて、全国の竹製品卸業者や小売り業者の経

営に影響するという最悪のケースを回避した。

竹 細工産業の最盛期は約 50 年前。太さや節の間隔がほ

どよく、細工に適した竹林が多数あった別府は国内有数

の竹の産地だったが、安価な中国製品の台頭で需要が大幅に減

少。林業者も減って伐採自体が滞った。卸業者に竹加工品を、

竹工芸品メーカーや竹細工職人に竹材を提供する、永井家が

代々継いでいる同社も例外ではなかった。こうした事情に加え、

バブル崩壊などの経済不況に見舞われて債務超過に陥っていた。

同 社の前社長は、従業員として 1950 年代から勤め始め、

2010 年に 4 代目を継いだ永井貴美代氏。事業承継は

意識していたものの、ノウハウを持ち合わせていなかったこと

から、大分県由布市の監査委員を務め、自らも地元でホームセ

ンターを経営していた実弟の土屋誠司氏を 2017 年に監査役

として招聘。承継準備に着手した。土屋氏は、同社が廃業した

場合、4000 平方メートルにおよぶ代々の土地と建物の処分費

が負担になることなどを踏まえて M&A を選択。企業の事業承

継を仲介する大分県事業引継ぎ支援センターの山中俊弘統括責

任者およびセンターに登録している不動産鑑定士の支援を受け

て、引き受け先の選定に取り掛かった。

ほ どなく同社の存続を強く望んだ竹製品と民芸品の卸売

業を営む㈲竹苑（別府市石垣東）と竹細工職人で構成

する別府竹製品協同組合（岩尾一郎理事長）による共同出資案

がまとまった。従業員全員の雇用維持と土地は最低 5 年間、

製竹関連事業以外には使用しないという条件付きで事業譲渡に

合意。新社長には 2018 年 3 月に東京から転居し、従業員と

して「湯釜」の仕事を担当していた茶重之氏（当時 57）が就

任し、前体制から引き継いだ平均年齢 73 歳の職人集団を束ね

ている。発行済み株式は、竹苑の向功彦代表取締役、別府竹製

品協同組合と新社長の茶氏が、ほぼ 3 分割して取得した。

支 援センターの山中氏は「M&A 案の浮上から新体制移行

まで約 2 年で円滑に完了した。経営や監査経験のある

土屋氏の貢献は、極めて大きい」と同氏の手腕を高く評価して

いる。同氏も「従業員や関係事業者ら全員の同意を得ることが

最も困難だった。当事者間の交渉では難航したかもしれない。

経営経験があって役員勘定などを理解している部外者が仲介し

たことが奏功した」と振り返った。
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基本性能を

追求した

Pro の最高峰。

多様化するニーズに対応し、ハイクオリティな印刷を続けられるタフな生産機。

生産性を高める高速出力、滑らかな高画質、高精度なレジストレーション、
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印刷前の調整作業の省力化により、デジタル印刷ビジネスを強力にサポートします。

リコーの新たなフラッグシップモデル RICOH Pro C9200 シリーズの登場です。
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広告を撮影（クリック）すると、商品のスペシャルサイトなどインターネット上の関連情報をご覧いただけます。

お問い合わせ：050-3534-2121ショールームスペース

※iPhone、iPadはApple Inc.の商標です。 ※iPhoneの商標は、アイホン株式会社のライセンスにもとづき使用されています。 ※AndroidはGoogle Inc.の商標です。

＊Inline Quality Control Technology ※写真はRICOH Pro C9210 にオプションを装着したものです。

www . r i c o h . c o . j p / p p / p o d /
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補助金のひろば⑤
「新型コロナウイルス感染症で影響を受ける事業者の皆様へ」

経営基盤強化委員会

　経営基盤強化委員会（岡澤担当副

会長、中村盟委員長）は、経営に役

立つ補助金情報を隔月で紹介してい

ます。今回は大橋邦弘委員（㈲大橋

印刷商会：宮城 ) が「新型コロナウイ

ルス 」関係の補助金について紹介い

たします。

×

■　経産省 HP で各種情報提供 

　今般の新型コロナウイルスの流行により、影響を受ける

中小企業・小規模事業者を対象として、経産省 HP にお

いて、

①�資金繰り対策 ( セーフティネット保証の発令のほか特別

貸し付けや金融機関への配慮要請 )

②設備投資・販路開拓支援

③�経営環境の整備を核とした補助金等の支援制度

等の各種情報を案内するページが開設されました。（左下）

　また、本ページからは、「新型コロナウイルス感染症で

影響を受ける事業者の皆様へ」と題した、支援策をまとめ

た PDF がダウンロードできますので、ぜひご覧ください

（下 5 葉）。なお、ここでの情報は逐一更新されています

ので、定期的にチェックして最新情報の取得をお願いいた

します。

　また、次ページのジャグラ本部事務局でまとめた関連情

報もご参考にしてください。

■　大震災の経験と補助金 

　我が社は、東日本大震災で社屋が大規模半壊し、生産設

備も大きなダメージを受けました。今振り返ってみればよ

く復活できたものだと思いますが、義援金申し込みや補助

金の情報収集をして、財務面から立て直しを始めたことが

功を奏したと思います。政府、宮城県、仙台市の手厚い支

援策、そしてジャグラの皆さんからの激励と義援金に大い

に力を戴きました。

　この原稿を書いている 3 月 1 日現在、新型コロナウイ

ルスについては、まったく先行きが見えませんが、皆さん

が今号を手に取る頃には事態が終息していることを祈るば

かりです。

　

左）経産省の新型コロナウイルス感染症関連情報のページ

https://www.meti.go.jp/covid-19/
下 5葉）支援策をまとめたPDFの一部（3.6 時点のもの）

新型コロナウイルスへの対策・対応について

　新型コロナウイルスの感染が広まっていることを受けて、

ジャグラでは 2 月 18 日より首相官邸・内閣官房・厚生労働

省等の感染防止対策のほか、経済産業省・中小企業庁等の経営

支援対策等の情報をメール・FAX で発信しています。会員の

皆さまにおかれましては、感染防止対策の実施を是非お願いい

たします。

×

　ジャグラも大きい会議の開催中止・延期をしているほか、比

較的少数の会議は中止・ネット会議での開催、感染リスクを低

減した配慮をしての開催等の措置をとっております。会員の皆

さまにおかれましては、従業員等が感染した場合の対応措置に

ついて、BCP 等の観点からも、事前に対策を検討しておいて

くださるようお願いします。なお、政府の方針・対策はウェブ

で日々更新されておりますので、参考にしてください。

■　厚生労働省

●新型コロナウイルスに関する Q&A（企業の方向け）

　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/

　bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00007.html

【主なコンテンツ】

•	 労働者を休業させる場合の注意点

•	 感染者を休業させる場合の休業手当は？

•	 やむを得ず休業とする場合等の注意点

•	 �感染が疑われる労働者について、病気休暇を取得したことと

する場合は？

•	 �コロナ対応で労働時間が減少または増加してしまうが、36

協定の特別条項は？

•	 �労働安全衛生法第 68条に基づく病者の就業禁止の措置を講

ずる必要は？

•	 時差通勤、テレワーク、雇用調整助成金について

●新型コロナウイルスについて

　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/

　bunya/0000164708_00001.html

●�新型コロナウイルス感染症に係る時間外労働等改善助成金

（テレワークコース、職場意識改善コース）の特例について

　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_09904.html

●�新型コロナウイルス感染症に係る雇用調整助成金の特例措置

の拡大について

　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_09941.html

●�新型コロナウイルス感染症に係る小学校等の臨時休業等に伴

う保護者の休暇取得支援（新たな助成金制度）について

　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_09869.html

■　経済産業省

●新型コロナウイルス感染症関連特設ページ

　企業への影響を緩和し、支援するための施策について

　https://www.meti.go.jp/covid-19/index.html

【主なコンテンツ】

•	 経営相談窓口の開設

•	 資金繰り支援（セーフティネット保障 4号・5号）

•	 �4 号は別枠 <最大 2.8 億円 >で 100％保証（売上げが前年

同期比▲ 20％以上減少の場合）

•	 �5 号は別枠 <最大 2.8 億円 >で 80％保証（売上げが前年同

期比▲ 5％以上減少の場合）

•	 設備投資・販路開拓支援

•	 雇用調整助成金の特例措置（要件緩和）

•	 学校休校に伴う休暇取得支援

•	 中小企業・小規模事業者向け相談窓口

■　中小企業庁

●新型コロナウイルスに関連した感染症対策情報

　資金繰り支援（セーフティネット貸付・保証等）やサプライ

チェーンの棄損等に対応するための設備投資・販路開拓支援、

経営相談窓口の開設など、中小企業・小規模事業者向けの取り

組みなど。

　https://www.chusho.meti.go.jp/corona/index.html

●�新型コロナウイルス感染症の影響を受けている中小企業・小

規模事業者に対する官公需における配慮について

　https://www.meti.go.jp/press/

　2019/03/20200303009/20200303009.html

■　その他

●�首相官邸：新型コロナウイルス感染症に備えて～一人ひとり

ができる対策を知っておこう～

　https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/

　coronavirus.html

●内閣官房：新型コロナウイルス感染症ポータルサイト

　https://www.cas.go.jp/jp/influenza/novel_

　coronavirus.html

●�内閣府：企業主導型ベビーシッター利用者支援事業における

「ベビーシッター派遣事業」の令和元年度の取扱いについて

　https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/outline/

　sitter_atsukai.html
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先 日、長男（小学校4年生）の「2分の1成人式」な

るものに出席しました。自分が子どもの頃にはなかっ

た行事なのでよく分かっておらず、別のイベントもあったため

当初は参加しない予定でしたが、新型コロナウイルスの影響

で出席することになりました。クラス7人という田舎の小規

模校で、他の子たちも保育園の頃から知っている為、「みん

な大きくなったなぁ」と、長男の発表の前から既にウルウル

ともらい泣きしていたのですが、「ボクを生んでくれて、育て

てくれてありがとう。大人になったら、お父さんお母さんがい

なくても（自閉症の）弟を守っていきたいです！」と長男が発

表し始め、ついに涙腺が崩壊。10歳の子どもなりに、この

節目の式の意味を理解し、10年間を振り返って親への感謝

の思いと今後の決意を一生懸命伝えるという、とても素晴ら

しいイベントでした。

文 化典高知大会も、1年間の「節目」というとこじつけ

かもしれませんが、総会ではしっかりとこの1年間を

振り返り、次の1年の目標・計画を明確にし、式典では作品

展やコンテスト・功労者・優良従業員など、日頃の成果や功

労を称えあいながら、今後について熱く語るという1年に一

度の大きな節目ですから、組織と社業の成長のヒントを共有

するためにも、多くの方に主体者としてご参加いただきたい

と思います。

さ て、私事ですが 3月1日

付けで代表取締役に就任

致しました。前途多難ですが、全力で頑張りたいと思います

ので、ぜひ皆さんに高知に来ていただきご指導いただければ

と思います（笑）。ここで、弊社ホームページに掲載した新社

長としての挨拶をご披露させていただきます。「高知愛」もたっ

ぷりと込めて書いたつもりです。

×

近 年、全国から（海外からも）、弊社で本を出版したい

という著者様が増え、おかげさまでご好評をいただ

いております。編集やデザインへのこだわり、画質の再現性、

他社にマネのできない印刷技術など、弊社のアピールポイン

トはたくさんありますが、なかでも一番は、社員一人一人の「本

と人に対する真摯で温かいまなざし」ではないかと最近思う

ようになりました。

　心が洗われるような美しい風景の写真集、心がポカポカと

温かくなるような絵本、壮絶な人生に思わず涙させられる自

伝、気持ちが軽くなるようなエッセイ、そして紙の質感や温

もり、インキの独特な匂いなど、私たちは多くの著者様に寄

り添いながら懸命に本を作れば作るほど、「本っていいな」

「人っていいな」と素直に思う気持ちが強くなっています。そ

してその一人一人の温かいまなざしは、この大らかで人懐っこ

い高知だからこそ育まれたもので、今の世の中だからこそ大

事にしなければならない一つの文化なのではないかと思いま

す。

　私たちは本を通じて、感動や生きる喜び、ワクワクする気

持ち、温もりなどを伝えることが使命なのですが、それは決

して失われてはいけない大切な文化の良さを改めて問いかけ、

発信するという田舎からの挑戦でもあるのです。

　弊社の社是は「幸せの種をまく」です。本当の幸せは、自

分だけが幸せになるのではなく、自分の周りのみんなが幸せ

になること。そのために今日も私たちは種をまき続け、幸せ

の輪が大きく広がっていくことを願っています。

文化典高知大会 実行委員会より②
㈱
文化典高知大会 副実行委員長

リーブル・代表取締役　坂本圭一朗
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■　支部長経由で

　表彰の申請には支部長の認証が必要ですので、次

ページ書式もしくはジャグラHPより申請書（Word文

書）をダウンロードして必要事項をご記入のうえ、支

部長にご提出ください。

×
●手順

①�推薦したい従業員がいる場合、所定の申請書にて、
支部長（または支部事務所）あて申請してください。

　※�申請書は支部経由で、本部へ提出してください。
その際、支部長のご印鑑の押印をお願いします。

●表彰基準

①その従業員が優秀で、他の従業員の模範になる場合
②その従業員が優秀な事績を残した場合
③��その他、その従業員を表彰するにふさわしい場合
　※�その従業員が上記のいずれかに当てはまると、代

表者が判断した場合に申請できます。
　※�なお、従業員とは「労働組合法第３条」による労

働者（賃金その他これに準ずる収入で生活するも
の）であって法人の場合は社員から役員になった
者であっても、出資金がその法人の資本総額の十
分の一以下であれば、従業員とします。

　※�当該事業所に従事している事業主の配偶者は除外
します。

●経費の負担

①�優良従業員（被表彰者）に授与する表彰状、記念品
はジャグラが用意しますが、経費は申請する会社で
負担してください。費用は概ね１万円見当です。後
日、請求書を送付しますので、それに従い振り込ん

でください。
②�被表彰者が表彰式に出席するための一切の経費は、

表彰の趣旨を生かすため、事業主がご負担くださる
ようにお願いいたします。

●支部長の認証および本部への提出

①�申請書は支部長が受け取り、該当欄に、署名押印し、
一括して本部へ提出してください。

②�本部締切……4月23日必着（24日の理事会に間に
合わせるため）

●表彰決定の通知

①�各支部長より提出のあった申請書は、本部理事会の
承認があると、ジャグラより各事業所に書面で通知
します。

●表彰式

①�文化典式典（6月6日、高知・ホテル三翠園）で被表
彰者へ表彰状および記念品を授与します。

②�被表彰者の式典後の懇親会への招待はありません。
③�懇親会出席を特に希望される場合は全額事業主負担

となります。申し込みは、通常の文化典申し込み用
紙で申し込んでください。

●欠席者の取り扱い

①�表彰式に出席できない被表彰者へは、後日、賞状お
よび記念品を送付いたします。（会社住所宛）

お問い合わせはジャグラ事務局まで
　tel.03-3667-2271

　お知らせ　

優良従業員表彰の申請を受付中です
4.23本部必着 支部長経由での申請となります（申請書はジャグラHPからダウンロードしてください）

ジャグラは今年もジャグラ文化典において優良従業員の表彰を実施します。優良従業員表彰は従来
15年以上勤務した従業員を永年勤続従業員表彰として表彰していた制度に代わる表彰として平成16
年より実施しているもので、現在、その申請を受け付けています。
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　ジャグラの諸会議や活動内容について、理事会や各委員会の

議事録掲載を通してご報告いたします。

×

第 4 回ジャグラコンテスト部会

１.ジャグラコンテスト第5回について

　専門委員会議の開催、第 1 次審査・2 次審査、今後のスケ

ジュール、予算執行状況について報告した。

【決定事項】

　2020 年 6 月 6 日、文化典高知大会で実施する表彰式につ

いて、交通費だけでなく宿泊費もジャグラで負担する。

【主な意見】

◎◎会員外の参加者が入賞した場合、ジャグラへ入会してもらう

よう勧誘していきたい。

◎◎専門委員の人数は減らさず、会議回数を減らすことで経費を

抑えてはどうか。

２.検討事項：今後のコンテストについて

◎◎初心者部門 / エキスパート部門に分けることはいいアイデア

だが、運営側の負担に問題はないか？

◎◎Illustrator と InDesign の隔年交互開催案については、毎年

同時開催が可能ならば、その方が望ましい。

◎◎これまでの参加企業にアンケートを実施してはどうか。

日　時	 2019 年 11 月 26 日（本部）
出　席	� 笹岡誠部会長兼専門委員、熊谷正司副会長、宮﨑真 

理事、谷川聡理事、沖敬三専務、並木清乃事務局長、
阿部奈津子職員（専門委員の臨席はなしで実施）

第 13 回 教育・技術委員会 議事録

１.全国協議会実施報告

　2019 年 11 月 15 ～ 16 日の全国協議会で実施した内容と

アンケート結果について報告した。

【決定事項】

　アンケート結果は、機関誌に掲載して全会員に共有する。

【主な意見】

◎◎次回の全国協議会でもテーマは会長に決めてもらいたい。

◎◎今回は「生産性向上」がテーマだったが、参加者毎に要望が

異なるため、セミナーの講師選定についてもディスカッショ

ンについても、全員を満足させるのは難しいと感じた。

2.事業・部会活動報告

1）プロフェッショナルDTP&Web スクール

◎◎オーダー研修、講師派遣、委託研修実績について報告した。

◎◎スクールの移転（本部 1F → 9F）が完了したことを報告した。

【決定事項】

　スクールで使用している PC を来期買い替える。数社から見

積を取り、来年度予算に計上する。

2）ジャグラコンテスト部会

◎◎部会、専門委員会議の実施について報告した。

◎◎2 次審査が終了し、総合順位が決定したことを報告した。

◎◎ジャグラコンテスト参加者のレベルが年々上昇しており、採

点レポートが非常に好評である旨、報告があった。

【主な意見】

◎◎マイスターセミナーはこれまで大阪・広島で開催と西日本に

偏っている。今後は東日本で開催できないか。

◎◎東日本開催の場合、仙台でとなるが、移動の問題で大人数を

集めるのは難しい。各支部単位での開催が妥当ではないか？

◎◎商工会議所でセミナー開催助成金があるか調査する。

3）POD研究部会

◎◎㈱ Amazing Day の「クラウド型印刷 API システム」につ

いてプレゼンを受けた旨、報告した。

◎◎昨年 11 月の部会で、日本ヒューレット・パッカードの仲田

周平氏による「紙復活 プリントメディアの再定義」という

プレゼンを受けた。主催は機関誌に掲載する予定。

【主な意見】

◎◎質問：㈱ Amazing Day のシステムは具体的にどのような

ことができるのか？

◎◎回答：導入実績として、Web 上の自動組版システムを利用し、

バレーボールチームのファン向けに好きな選手のグッズを受

注生産するサービスがある。例えば選手カレンダーでは、顧

客が画像を選択すると、自動的にカレンダーの印刷データが

生成され、自社の印刷機でダイレクトにプリントできるよう

な仕組みである。→機関誌で紹介済

◎◎今期の活動のまとめと、来期の活動方針を考えていきたい。

4）ジャグラBB部会

◎◎アクセス数、番組制作実績、今後配信予定の番組を報告した。

◎◎原田部会長より、番組充実のため、コンテンツ買取りや字幕

入れ等の改善を検討している、現場の社員の方に観てもらえ

るような広告宣伝を打っていきたいとの報告があった。

【主な意見】

◎◎視聴数を上げるには、現場社員への PR が必要なので、

Twitter 等 SNS を活用した PR を進めてはどうか。

◎◎自社サーバーでのクローズドな運営を見直し、YouTube 等

で番組を一般公開してはどうか。浮いたサーバー代を動画制

作費に充てることができるのはないか。

◎◎現在の配信番組は、全てジャグラ BB のみで公開すること

を前提に許諾を取っているため、YouTube 等で一般公開す

る際は許諾の取り直しが必要。その労力を費やしてでも

YouTube 等へ切り替えるのか慎重な判断が必要。

◎◎YouTube 等への切り替え判断は、ジャグラ BB 部会の範疇

を超える問題であるため、理事会での決議が必要である。

3.その他

1）エディアン利用状況調査について

　笹岡理事より、賛助会員・NEC ネクサソリューションズが

会員企業のエディアン利用状況調査を希望しているため、教育・

技術委員会で協力したいとの提案があった。

【決定事項】

　まずはジャグラコンテスト専門委員会議にて、エディアンに

関する聞き取り調査を行い、製品に対する評価を確認してから

今後の対応を検討する。

日　時	 2019 年 11 月 26 日（本部）
出　席	� 宮﨑真委員長、熊谷正司副会長、中村耀会長、笹岡誠

理事、谷川聡理事、原田大輔理事、向井一澄理事、 
木戸敏雄氏、山本一幸氏、沖敬三専務理事、守田輝夫
常務理事、並木清乃事務局長、今田豪職員、阿部奈津子
職員

　議事録抄録　

理事会＆委員会通信 ジャグラの活動報告です
ジャグラコンテスト部会、教育・技術委員会 議事録より

お
知
ら
せ

│会│員│の│異│動│　
■新入会

◎◎㈲エイチ ･ ティープログレス　染野ひろ美（東京・中央）
〒〒134-0087　江戸川区清新町 2-9-6

Tel.03-3675-8636/Fax.03-6875-4666
◎◎㈱エーカーズ　小川　英樹（東京・三多摩）
〒〒105-0013　港区浜松町 1-27-4 神丸ビル 3F

Tel.03-6402-5611/Fax.03-6402-5622
URL：www.acars-j.com
◎◎正文社印刷㈱　 川端　淳子（東京・城西）
〒〒158-0083　世田谷区奥沢 7-18-1

Tel.03-3703-2311/Fax.03-5707-7006
◎◎㈲立花パッケージ　重本　裕司（東京・新宿）
〒〒131-0043　墨田区立花 6-2-15

Tel.03-3617-6907/Fax.03-3617-6235
URL： https://tachibana-package.com/
◎◎CSJ ㈱　 後藤　規之（愛知）
〒〒460-0002　名古屋市中区丸の内 3-14-32

Tel.052-253-5823 /Fax.052-253-5848
◎◎㈲ディック　柴田　健吉（愛知）
〒〒470-1116　豊明市新田町吉池 26-5 吉池ビル 4F

Tel.0562-93-6161/Fax.0562-93-8170
◎◎㈱ピーアンドディーヒロサワ　谷口　　太（大阪）
〒〒540-0026　大阪市中央区内本町 1-2-15 8F25

Tel.03-3965-8451/Fax.03-3965-7272
◎◎㈲隆文社印刷所　田渕　恭一（和歌山）
〒〒644-0002　御坊市薗 512

Tel.0738-22-0115/Fax.0738-23-3805
URL：http://www.ryubunsha.com
◎◎㈱エヌ・ケイ・ステーション　中本　浩美（和歌山）
〒〒640-8341　和歌山市黒田 95-3

Tel.073-473-3587/Fax.073-473-3603
URL：http://nkstation.com

│会│員│名│簿│発│行│延│期│
『JaGra 会員名簿』は、毎年 4 月 1 日に発行していますが、
本年は役員改選の時期にあたるため、発行を 6 月中旬 
以降に延期させていただくことになりました。ご了承のほ
ど、お願い申し上げます。

あなたの会社を守る ジャグラ・グループ保険
特長１　掛金が割安です（例：30歳男性、1口 277 円 / 月）
特長２　死亡時保障額は最高 1600 万円
特長３　事故による入院もワイドに保障
特長４　医師の診査はありません　告知のみでお申し込みいただけます
特長５　掛金のお支払方法も簡単です

お問い合わせはジャグラ事務局・酒井まで　Tel.03-3667-2271
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Notice

Graphic Services

　広報部会（早坂淳部会長）では、本誌『グラフィックサービス』

の印刷製本業務（本年７月号より２年間）を請け負っていただ

く会員企業を募集します。入札に際しては価格だけでなく内容

を重視します（取材編集・短納期・発送・環境・UD など何で

も結構）。下記仕様をご確認のうえ、見積書 / ご提案書を５月

14 日（木）までに郵送（必着）またはご持参ください。

………………………　本　誌　仕　様　………………………

①判型：A4判	　　②頁数：32ページ以上（表紙込）　

③色数：表紙４色＋本文１色

注）�②③は最低限の仕様です。ページ増、本文の一部または	

全部をカラー刷りとする提案も受け付けます。

④校正：表紙・本文とも PDF によるネット校正で可　

⑤入稿：Adobe CC 生データでネット入稿

⑥印刷：�印刷業者が構成する一般社団法人が発行する機関誌と

してふさわしい品質であること（紙版不可）。

⑦部数：1300 部　　⑧納品：ジャグラ事務局＆発送会社

⑨納期：校了後 7営業日以内に発送すること（厳守）

⑩備考：�印刷・製本については、その種類（オフセット /オン

デマンド、無線綴じ /中綴じ）を問いません。

●求められる制作環境

① �Adobe InDesign 生データでの入稿となります。毎回、誤植

などの修正作業が発生するので、Adobe CC 最新バージョ

ンおよびモリサワ書体の所有は必須です。

②�ネット入稿となりますので、自社サーバー必須です。（レン

タルサーバー可。gigafile 便等の汎用サービス利用不可）

●見積書＆ご提案書（様式不問）について

①「印刷・製本」の見積書としてお願いします。

②�「印刷・製本」以外＝取材、制作（編集）、発送などのご提

案については別見積りとしてください。

③�本誌バックナンバー、ジャグラ総会資料（予算書）などもご

参考のうえ、ご応募ください。

●問い合わせ・送付先

　ジャグラ事務局・守田まで

　tel.03-3667-2271 ／ E-mail  edit@jagra.or.jp

│お│知│ら│せ│　本誌・印刷製本委託業者募集のご案内

印 刷産業の生産技術としての「謄写印刷」

は、随分昔にその役割を終えてしまい

ましたが、その技術は現在もアートの分野で受

け継がれています。謄写版を用いて作品を創作

している版画家・神崎智子さん（東京）も、そ

のお一人です。

×

神 崎さんは 10-48.net（トーシャドット

ネット）という自身の HP で情報発信

していますが、このほど『10-48 謄写版のこ

れまで・これから』と題した書籍を刊行しまし

た（A5 判 200 頁・税込 3980 円）。自身の作

品紹介にとどまらず、謄写印刷が日本でどのよ

│ト│ピ│ッ│ク│ス│
温孔知新

うに普及発達してきたか、海外における謄写印

刷アートの状況等々、神崎さんがこれまで見聞

きしてきたことを網羅した充実した内容で、刊

行に際しては、ジャグラも写真を数点提供する

形で協力し、クレジットにも明記していただい

ております。

ご 承知のとおりジャグラの祖は謄写印

刷にあり、神崎さんのようなアーティ

ストがその技術を作品という形で世の中に発表

することは、間接的に私たちの先達にスポット

ライトが当たることに繋がります。ジャグラが

応援しなくてどうします？　ご賛同いただける

方は、どうぞ本書をご購入ください！

�書籍は10-48オンラインセレクトショップ

（https://1048.shopselect.net/） 

よりご購入いただけます。こちらでは、 

神崎さんの作品はもちろん、原紙や鉄筆

などの機資材も販売しています。

左より）神崎さん、書籍外観、書籍本文、
10-48 ホームページ＆オンラインショップ

Kichijoji

Mitaka

Shimotakaido

Seibu shinjuku line

Seibu ikebukuro line

Keio lin
e

Inokashira line

Odakyu line

Tokyu Setagaya line

Seibu ikebukuro line

TOKYO QUALITY.
す べ て の S P コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン に 最 良 の 品 質 を 。

東京リスマチック株式会社
なんでも相談窓口

平日（月～金）9：00～17：00 E-mail : support@lithmatic.co.jp
プリントデスク 0120-269-132

http://www.lithmatic.net 21



業・界・の・動・き
ジャグラ関連│日印産連│印刷業界全般│行政情報etc.

ジャグラ

1.30 近畿地協 幹事会・懇親会を開催
於 神戸・元町「大陸風」

　去る1月30日、ジャグラ近畿地方協議会は、神戸元町の「大

陸風」において、新年度第1回目の幹事会と懇親会を開催しま

した。

×

●「やる気、元気、近畿」

　この日の幹事会では、今期の活動スケジュール案や各支部の

近況報告の他、来年、近畿での開催が決定しているジャグラ文

化典の日程と会場が下記の通り承認されました。

　運営委員長は2期目続投の兵庫県支部・岸徹地協会長が務め、

実行委員長の岡達也大阪府支部長、副運営委員長の谷川聡ジャ

グラ理事（京都府）とともに、「文化典近畿大会 in 大阪」に

向かって、近畿地協総出で、これまで培った絆と知恵とパワー

を集結させます。全国のジャグリストの皆さん、どうぞご期待

ください。そしてぜひご参加ください。

●大会概要

　開催日：2021 年 6 月 5 日（土）

　　　　　定時総会、文化典、記念式典、懇親会　

　会　場：ホテル日航大阪　（大阪市中央区西心斎橋）

（文：近畿地協会長・岸徹）

ジャグラ

2.14 SDGs セミナーを開催
宮城県支部

　ジャグラ宮城県支部（熊谷晴樹支部長）は、去る2月14日、

仙台市の仙台大気堂会議室において、SDGsセミナーを開催し

ました。

×

　テーマは「SDGs の基礎知識～ SDGs ってなに？ どうすれ

ばいいの？～」で、講師は宮本誠ジャグラ理事・栃木県支部長

（㈱みやもと）。セミナー前半で SDGs の基本概念を図解説明

してもらい、後半で宮本氏が自社でおこなっている CSR 活動

を SDGs にあてはめて、事例解説して頂きました。

　教科書を読み解くような一般的なセミナーではなく、同業者

の実践事例をサンプルとして解説するスタイルは、根拠・手法・

効果などがリアルに感じられ、参加された経営者の皆さんより、

腑に落ちると大好評でした！

　セミナーにはジャグラ会員を始め、宮城県印刷工組会員や印

刷関連業界の皆さんも数多く参加していただき、共に学ぶこと

が出来ました。ご多忙ななか、渾身の力を込めて作成された資

料を持参され、講師としてお話しいただいた宮本氏に、心から

感謝申し上げます。

（文：宮城県支部・大橋邦弘）

上）近畿地協 幹事会の様子（左が岸地協会長）
下）懇親会での乾杯の瞬間

上）好評だった宮城県支部の SDGs セミナー
下）講師の宮本氏
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SPACE-21

　去る2月15日、PrintNext2020（東海林正豊運営委員長：●

㈱東海林印刷/秋田）が秋田市文化会館＆秋田キャッスルホテ

ルにて開催され、全国から500名超の青年印刷人が集結、有意

義な一日を過ごしました（一般参加31名）。

×

■　秋田を題材にしたモノコト創出を競い合い！

　このイベントはジャグラ青年部 SPACE-21 を含む、3 つの

印刷団体青年組織主催によるもので、2004 年に開催された

PRINT4 から数えて今回が９回目。第３回（2007 年）の宮

崎以来、久々の地方開催となりました。

　当日は「Find the Future ～人間力で世界価値を創造しよ

う！～」をテーマに、お昼過ぎから協賛企業によるパートナー

セッション、式典、経済産業省中小企業庁長官・前田泰宏氏に

よる「０次産業革命」と題した基調講演が行われました。

　メイン行事はブロック別対抗発表「プリネクカップ」。今年

の課題は「舞台は秋田」。東北を除く 8 ブロックが、秋田をテー

マにした新たなモノコト創出のアイデアを競い合いました。全

国の青年印刷人が、夫々の地元ではない秋田の文化や産業を学

び、今まで得てきたノウハウと様々な業界を融合させることで、

新たなストーリーが生まれる──そのストーリーはイノベー

ションとなり、我々印刷産業を新たなステージへと導いてくれ

るとともに、日本全国そして世界中のどこでもビジネスとして

展開できる事例が生まれるのではないか──という企画です。

　各ブロックより発表された企画は下記の通りです。

①�北海道ブロック「大人の修学旅行 ～あの素晴らしい旅をも

う一度～ 」

②近畿ブロック「これからの地方のあり方“関係人口”」

③関東甲信越静ブロック「秋田でワクワクを探しに行こう！」

④�四国ブロック「四国で秋田を PR しよう ～秋田で四国の PR

もしよう～」

⑤�中国ブロック「秋田を飛び出せきりたんぽ！ 秋田の郷土料

理を全国へ」

⑥中部ブロック「独立国あきた」

⑦東京ブロック「週いち秋田 ～秋田への究極のお節介～」

⑧九州ブロック「秋田をバズらせたい！～一番遠い九州より～」

　以上の発表を 5 名の審査員で採点し、金銀銅および各部門

賞が懇親会の席上、発表・表彰されました。金賞は中部ブロッ

ク、銀賞は東京ブロック、銅賞は中国ブロックでした。

※�詳細は公式サイト http://www.printnext.jp/ をご参照くだ

さい。

■　懇親会では団体の垣根を越えた交流が……

　19 時半より秋田キャッスルホテルに会場を移して懇親会を

開催。勇壮な「なまはげ太鼓」によるオープニング演舞が披露

されると大きな拍手と歓声が……。開会宣言・祝辞と続き、乾

杯で開宴。全国の青年印刷人が垣根を越えた交流を行いました。

　懇親会後半では各団体のＰＲタイムが設けられ、我が

SPACE-21 は、「文化典高知大会」と「SPACE-21 全国協議

会鹿児島大会」のＰＲを行いました。

　懇親会の締めでは、実行委員一同が壇上に上がり、東海林運

営委員長の挨拶をもって、名残惜しくもお開きとなりました。

　なお、SPACE-21 は、翌 16 日に秋田県総合保健センター

にて幹事会を開催し、20 名が参加しました。

（文：本部事務局・今田豪）

PrintNext2020秋田で開催
テーマは「Find the Future ～人間力で世界価値を創造しよう！～」

秋田市文化会館 受付 オープニングムービー

本村SPACE-21 代表幹事の挨拶 審査員を務めた松原秋田県支部長 各ブロック長の皆さん

関東ブロックの発表 近畿ブロックの発表 九州ブロックの発表 四国ブロックの発表

中国ブロックの発表 中部ブロックの発表 東京ブロックの発表 北海道ブロックの発表

懇親会会場 オープニング演舞のなまはげ太鼓 岡本副会長の挨拶

ジャグラ文化典高知大会をＰＲ SPACE-21 全国協議会をＰＲ 実行委員会の皆さん

大会を伝える大看板 協賛企業によるパートナーセッション 東海林運営委員長の挨拶 前田中小企業庁長官による基調講演

全国の若手印刷人500人が集結
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懐かしき謄写印刷とその魅力
― 今こそ先達の精神を学ぶとき
　　　

ジャグラ山形県支部長（中央印刷㈱）
	 山形謄写印刷資料館 館長

後　藤　卓　也
 続編 
第 25回（最終回）
謄写技術資料館訪問と当館について

■はじめに

　2016 年１月より断続的に連載しました「温孔知新」は

この 25 回目をもって完結の運びとなりました。最後は、

手前味噌で申し訳ありませんが、前回に引き続き「山形謄

写印刷資料館」について述べさせていただければと思いま

す。また併せて、滋賀県支部・サンライズ出版㈱の岩根順子

さんとともに、今年１月 23 日、岐阜市・大東加工㈱内にあ

る「謄写技術資料館」を訪問しましたので、その感想も述

べさせていただきます。

■岐阜市「謄写技術資料館」訪問

岐 阜市に謄写印刷資料館があるらしいという事は

前々から聞いていたのですが、たまたま１月 22 ～

23 日に、山形県内同業者数名と光文堂さんの展示会見学

のために名古屋に行く機会があり、初日は展示会見学、２

連 載
日目は観光でしたがそれを断り、岩根さんからの強いお誘

いもあり、岐阜訪問となりました。岐阜駅までわざわざ岩

根さんが迎えに来てくれて、一緒に大東加工を訪問しまし

た。会社に着くと、神山公一社長と片桐真人取締役・神山

社長の娘さんの川村晃子取締役から歓迎のお出迎えをいた

だき、早速資料館を見学させていただきました。資料館は

私の煩雑資料館とは違い、広い展示スペースに謄写印刷機

材・資料等が整然と並べられています。その中でも圧巻が

謄写印刷原紙の製造機械で、以前、原紙を作っていた知人

から譲っていただいたものだということです。

岐 阜県は四国と並び謄写原紙の主要生産地でした。

これは美濃和紙生産地であった事が前提であり、

大東加工は 1937 年創業し、主にタイプ原紙やリソグラフ

用原紙を作って、最盛期には全世界数十か国に輸出してい

たそうです。現在はニチバン㈱と資本業務提携し、絆創膏

の製造を主にしている会社です。神山社長から将来大きな

規模の謄写印刷資料館を作り、数多くの謄写印刷資料を展

示したいという意向のもと展示館の構想をお聞きしまし

た。83 歳の年齢を全く感じさせない情熱に圧倒される思

いでした。展示館構想実現までの運営に対して協力を惜し

まない事を約束し、資料館を後にしました。岐阜市は明智光

秀が主人公である今年の大河ドラマの主要舞台となり、かな

り盛り上がっています。大河ドラマ関連展示館に案内してい

ただき、見学の後、中部国際空港へと向かったのでした。

　私の父、後藤義樹は岐阜県南濃町（現海津市）の生まれ

で、岐阜というと特別な感情があります。山形と岐阜に謄

写印刷資料館があり、その運営に関わるのも亡き父が結ん

でくれたご縁でしょうか。

温孔知新

■「山形謄写印刷資料館」について

山 形謄写印刷資料館は1996年に設立しました。現在、

所蔵点数１万 2000 点と公称していますが、正直い

くつあるのか見当もつきません。資料を大別すると以下の

ようになります。

①�明治 30 年から昭和 50 年くらいまでの印刷機や原紙・鉄

筆等機資材

②草間京平・若山八十氏が制作した謄写印刷物

③小針美男・森田睦・金子良三・安恒春一寄贈作品群

④�全国謄写印刷名人による作品（日本謄写藝術院会員・�

赤羽藤一郎・佐藤勝英作品を含む）

⑤俳優 佐藤慶制作作品・使用機材

⑥�鈴木藤吉制作の山形県戦前チラシと日本謄写藝術院時代

の作品

⑦大正末期から昭和 30 年代までの各種教則本

⑧�堀井謄写堂・ハヤシ・昭和謄写堂等謄写印刷機材カタログ・

パンフレット（明治末年～昭和 30 年代）と昭和堂月報

⑨四国原紙レポート・ホースヤスリレポート等レポート類

⑩戦艦陸奥艦内新聞等戦争関連謄写印刷物

⑪�「サザエさん」をはじめとするテレビ台本（大部分は玉

田武子制作）

⑫山形県内を中心とした学校・官公庁発行謄写印刷物

⑬地下本等特殊印刷物

⑭印刷業界関連諸資料、印刷組合記念誌等

昨 年、中央印刷㈱の旧社屋ビルを老朽化によって取

り壊し、そこに置いていた謄写印刷関連機資材や、

会社の古い見本等を謄写印刷資料館内部に置かなければな

らなくなったため、現在、資料館内部は雑然となっており

ます。冬の間は業務繁忙期や寒い事もあり、暖かくなった

ら時間をかけて整理したいと考えております。

　謄写印刷関連専門の資料館は、滋賀県蒲生町の伝承館と

先に紹介させていただいた岐阜市謄写技術資料館、そして

当館の３つのみであり、東日本では当館が唯一の専門資料

館となっております。ただ、常設とはいうものの資料館自

体がプライベートなものであり、入場無料と全くのボラン

ティア事業で専任事務局員を置くこともできないため、実

際には、中央印刷㈱の休日以外の日を前もってご予約（中

央印刷㈱後藤卓也、Tel.023-631-5533）いただいた方にの

み公開しております。

　謄写印刷資料収集はあくまでも後藤卓也個人によるもの

であり、あまりに収集にのめり込んでいる私に対して、亡

き父が「会社の金は一円たりともコレクションに使うな」

と何十回も言っていました。資料館の建物も父が個人で建

てた建物で会社の金は一円も使っていません。これが収集

の信念と思っております。そのような事もあり私が不在の

時には、資料館は閉まっています。また、公的援助等一切

受けていないので、常に貧乏資料館です。福井良之助作品

等欲しいものはいっぱいあるのですが、残念ながら手が届

かないものもたくさんあります。

　ここでいったん連載は終了させていただき、いずれの日

にか、これまでの内容を読み返して間違いを改め、自費出

版できればと考えております。その時にはジャグラ役員の

皆様と各県支部に贈呈させていただきます。気長にお待ち

ください。研究者のアカデミックな論文と違い、思いつく

まま書きなぐったものなので、今までの記事での思い違い

や間違い等を、ご指摘いただけるとありがたいです。

　今まで長い間お読みいただきありがとうございました。

最初は毎月連載でしたので、正直つらかったです。原稿を

出すとすぐに次の催促が来て、よく 25 回も話題が続いた

ものだと自分ながら思っております。今後はトピック的な

話題について掲載する機会をいただければと思っておりま

す。その時には宜しくお願いいたします。（完）

上）新蔵品「東亜謄写版」（昭和初期）
下）新蔵品　堀井謄写堂明治期印刷機

上下 2点）山形謄写印刷資料館内部 上下 2点）山形謄写印刷資料館内の筆者

上段左）
　�大東化工・神山社長と筆者
　　資料館入口で
上段右）
　謄写技術資料館内部　 
下段左）
　原紙加工機と神山社長
下段右）
　左から神山社長、筆者、
　　岩根さん、川村さん
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le ■　2 月の事務局日誌

	 1 日	 四国地協理事会（高知）
	 3 日	 プライバシーマーク現地審査（愛知）
	 5 日	� page2020 開会式（池袋サンシャインシティ）、ビジネス推進委員会・生産

性向上部会・マーケティング部会（本部）、総務委員会（本部）
	 6 日	 ジャグラ文化典後援申請（経済産業省）
	 7 日	 M&A 部会（本部）、ジャグラコンテスト専門委員会議（本部）
	10 日	 日印産連「じゃぱにぅむ 2020」（日印産連会議室）
	15 日	� PrintNEXT2020 →沖専務＆ SPACE-21 幹事会（秋田市文化会館）
17 日	 プライバシーマーク現地審査（秋田）
19 日	 栄典打合せ（経済産業省）
	21 日	 広報部会（本部）
26 日	 個人情報保護セミナー（本部）→中止
28 日	� 日印産連地球環境委員会（日印産連会議室）→沖専務、関地協新年懇親会及

び幹事会（上野・翆鳳）→中止

■　3 月のスケジュール（2.29 現在）
	 3 日	 4 団体懇親会→中止
	 6 日	� 東グラ理事会→中止、日本プリンティングアカデミー評議員会（JPA）→

吉岡理事（書面開催）
11 日	� 日印産連ステアリングコミッティ（日印産連会議室）→中止、日印産連専務

理事連絡会議（日印産連会議室）→沖専務
12 日	 JAGAT 理事会（JAGAT）→欠席
17 日	 プライバシーマーク審査会
18 日	� ジャグラコンテスト部会（本部）→ネット会議に変更、教育・技術委員会（本

部）→中止、日印産連理事会（日印産連会議室）→書面理事会に変更
19 日	� 拡大理事会（本部）→書面理事会に変更、ビジネス推進委員会・生産性向上

部会・マーケティング部会（本部）→中止、総務委員会（リファレンス大阪
駅前第４ビル貸会議室）

24 日	 広報部会（本部）

■　4 月のスケジュール（2.29 現在）
	 1 日	 プライバシーマーク現地審査（秋田）
	 6 日	 プライバシーマーク現地審査（大阪）
	 7 日	� プライバシーマーク現地審査（大阪）、ジャグラコンテスト専門委員会議（本部）
10 日	 作品展第一次・二次審査委員会（本部）
13 日	 プライバシーマーク現地審査（福島）
14 日	 プライバシーマーク現地審査（福島）
17 日	 作品展最終審査委員会（本部）
23 日	 定期監査（本部）
24 日	 拡大理事会（本部）、	拡大理事会・懇親会（未定）
25 日	 SPACE-21 幹事会＆総会（リコージャパン㈱名古屋事業所）

事・務・局・便・り
　新型コロナウイルスの影響で、3 月 2 日より小中高校が一斉休校となりました。
ジャグラ本部事務局には、小学生以下の子供がいるスタッフがいて、子供の預け先
が確保できないこともあり、急遽テレワークを導入することになりました。テレワー
クは今回のような感染症や災害などの際に効果を発揮します。製造業である印刷業
においては、なかなか導入は難しい部分もありますが、社内の会議であればネット
会議などが可能です。ジャグラのテレワークの取り組みについては、機会を見つけ
て本誌を通じてご紹介する予定です。（K.N）

編・集・後・記
　山形謄写印刷資料館の後藤館長（ジャグラ山形県支部長）による本誌連載「温孔知新」が、
今号をもって完結しました。最初、1 年というお約束でお願いした企画でしたが、結果は
ご承知のとおり、途中休載も含めて足掛け 5 年の長きにわたる好評連載となりました。誌
面が埋まらないとき、「原稿お願いできませんか？」と急なお願いをしたことが幾度もあり
ましたが（笑）、断られることなく毎回読み応えのある原稿を頂戴し、感謝の言葉しかあり
ません。この場をお借りしまして御礼申し上げます。（Y.F）

事務局日誌と今後のスケジュール
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